
【取組内容】 GIGA環境を十全に活用した個別最適で協働的な学びの追究

山梨県甲府市立石田小学校

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Google Chatの活用

課題に対いてどのように取り組んでいくの
かを，チャットにリアクションで返答する。
これにより，教師側は児童の理解状況を把

握ができ，児童側は方法選択の助けになる。

また，ノートに記述した自分の考
えもカメラ機能で撮影してチャット
に乗せることで，簡単に共有が可能
である。
今まで実物投影機で全体に共有し
ていたことが児童の手元で見やすく
なり，また時間短縮にもなる。

青は一人でやってみたい。
黄色は友達と相談しながら
やってみたい。
赤は先生と相談しながらや
りたい。

発言しづらい
子どもたちの
意見も表出さ
せることがで
きる



【取組内容】 石田小学校ICT活用スキル体系表をもとにした6年間を通した情報活用能力の育成

山梨県甲府市立石田小学校

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

各学年の段階で身
につけたいGIGA環境
に必要となるICT活用
スキルを昨年度より
体系表として確立し
ている。
年度が変わるごと

に適宜見直しを行い，
その学年にあった内
容を指導したり，活
動の中で取り扱った
りしている。

デジタルホワイ
トボードソフト



【取組内容】 校務DX（紙媒体の職員会議資料から，クラウドを活用した職員会議資料の作成へ）

山梨県甲府市立石田小学校

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①資料作成から会議までの
時間を大幅に短縮
②協議を必要とする提案に
集中しつつ，時間内に終了
③ペーパーレス化が進み、
環境負荷の軽減にも繋がっ
た。

効率的な職員会議運営
のための４つの視点
①教務主任の管理
②提案者の作業
③データの取り扱い
④会議の時短ルール

教務主任⇒Googleドキュメントで職員会議
の目次を作成
各提案者⇒作成した資料を指定フォルダに
保存し、共有リンクを目次へ挿入。
教務主任⇒この目次をGoogleChatに投稿
教職員⇒事前に資料に目を通し、コメント
で質問や意見を提出。
会議では、変更点や要点のみを共有。修正
は提案者がその場で編集を行う。

クラウドを活用した職員会議資料の作成の流れ

成果 職員会議の円滑な運営

R5から実施。
ICT操作に不慣
れな職員もい
たが，R6は全
職員の共通理
解の下，完全
に定着



【取組内容】 校務DX（Google Chatを活用した情報共有の高速化）

山梨県甲府市立石田小学校

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

GoogleChatで「校内情報共有」のスペース
を作成し，情報共有を高速化。
教職員⇒毎朝Chatを確認し，重要事項には

リアクションマークで既読を示すことを徹底。
職員会議資料の目次をChatで共有すること

で，手軽に資料にアクセスできるようになっ
た。
Chatの検索機能を活用することで，必要な

情報に迅速にアクセス
タスクを割り当てリマインドすることにより，

会議前の準備が効率化
従来の一太郎文書をGoogleドキュメントや

スプレッドシートなどに置き換えることで，
資料作成と提案にかかる時間を大幅に削減で
きることを周知し，クラウドベースの資料作
成を推進。

成果 情報共有の活性化とコ
ミュニケーションの高まり
教職員間の情報共有が活性化

し、声を掛け合う場面が増え，
校内のコミュニケーションが
より円滑になった。
ICT操作に慣れた職員は，授業で

も積極的にICTを導入するように
なった。

R5から実施。
ICT操作に不慣
れな職員もい
たが，R6は全
職員の共通理
解の下，完全
に定着


